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“トリックアート”の経済
小林 公吉
大波小波の会


───────────────────────



はじめに　（このレポートの意図と特長）　　


（1）洪水に苦しむ村


　ある村をしばしば洪水が襲い、そのたびに村民が被害に苦しみます。特に最近、その頻度が増してきたとします。それが純粋に自然現象であるとしたら、防護壁などの受け身の対策を取るか、あるいは神に祈るか、その土地を去ることにするかしかないでしょう。しかし、もし洪水の頻度が上がった原因の一部が村民自身の行動にあるとしたら、それがどういうことかを知り、できるだけの対策を取りたいと思うのではないでしょうか。


（2）得体のしれない圧迫感


　いま日本社会は得体のしれない圧迫感に覆われています。
まず雇用。就職難が続いています。「自分に向いた仕事」など選んではいられないとなると、たとえ就職できても定着できる可能性も低いでしょう。その責任は彼ら自身にはありません。

　会社に入ったとしても、そこは「今までの仕事をもっと少ない人員でやれ」、「コストを切り下げろ」という叫びで満ちています。
正規雇用者の6割の賃金しか得られない非正規雇用者が、雇用者全体の4割に近づくという今までになかった状況が現実のものになってきました。これに対して政府は「限定正社員」という制度を打ち出していますが、その内容は実はいままでの正社員よりも解雇しやすいものになるという懸念も出されています。
　企業の吸収合併が頻発し、昔と違って大きな会社でも潰れることが珍しくありません。また無事勤め上げたとしても、生涯にわたって年金が保証されるか不確実です。

　さらに日本という国自体が先行きの心配を抱えています。財政は大幅赤字、国の借金である国債は大量の発行が続いています。為替や貿易面など様々な対外的な問題もかかえています。
国民の暮らしでは格差が大きくなり、一方で高額商品が売れているというニュースも聞きますが、庶民にとっては明らかに暮らしがきつくなり、将来への不安が増しています。
　これらの状況は（1）で述べた村の洪水と似ています。その「洪水」の原因は何でしょうか。



（3）その原因追求のために私がとった方法


　「洪水」の原因を知りたいと思っていくつかの本を手にしてみましたが、経済が巨大化し、複雑化しているせいか、どの本にもあまりにも多くのことが書きこまれていて、読んでみて結局「判らない」という実感だけが残るのです。新聞やＴＶなどの解説も（多方面に気を遣う結果か）同様で、私のように経済についてちゃんと勉強したことのない人間に、問題の核心をとらえ、分かりやすく示してくれるものは少ないと思いました。
　それで私にとっては、これら専門家の意見の中から自分が納得できるもの、つまり「われわれが経験する多くの事実（たとえば上述の「得体のしれない圧迫感」）を、原理的に単純なモデルからうまく説明してくれるもの」を選び、構成しなおして自分のものにすることしかありません。そうしてできたものが完全であるとはもとより期待できませんが、経済の影響をまともに受ける一市民として、「アベノミクス」をはじめ当面する諸問題を考えるときの力になるようなものを私は求めました。



（4）経済の実の姿を映す「トリック・アート」


　私が見た「経済の実の姿」がどのようなものであるかは、本文で詳しく述べたいと思いますが、ここで一つの例について簡単に触れておきます。



　新聞に載っている「アベノミクス」の解説にはよく次のような記述があります（図はその一例、毎日新聞2013.7.12。　なお、「アベノミクス」については、第2章の２－６、第3章の３－３、及び第6章で取り上げます）。
①　金融緩和によって株が上がり、儲けた層が消費を増やす。さらに金融緩和と積極財政で需要を増す。
②　需要増への期待により、企業が生産を増やす。
③　企業の業績が改善される。
④　それが雇用増、賃金上昇につながる。
⑤　勤労者の所得が増えた分、消費が増える（需要の増加）。
②→③→④→⑤→②→③→④→⑤→…　と循環することで景気が回復する。
　これを読んで、私がすぐに思い出したのが、有名な画家エッシャーの無限階段の絵（中表紙）です。四角に折れ曲がった階段はどこまでも上り（反対向きに行けば下り）なのに、一周回ってくると何と同じ場所に来ている、という「ありえない絵」で「だまし絵」とか「トリック・アート」とか呼ばれています。しかし、そう呼ぶのが申し訳なく思われるほどエッシャーの絵は良く出来ていて、いかにも「実際にある」かのようです。それでもそこに何かの「仕掛け」があることは当然です。
　勉強してみますと、今の経済にはあちこちに「トリック・アート」的要素があることを感じます。ただ、そこに施されている「仕掛け」がすぐにわかるとは限りませんが、そこに目を止める事で、いろいろな問題点が見えてくる、と思っています。



（5）筆者の願い


　このようにして、どうやら私にも、今まで全く見えていなかった経済の実の姿と問題点が、少しは見えてきた感じがしてきました。
　一言でいえば、今の日本の経済は大変な状況にあり、それが経済以外のすべてにも及んでいる。ところが「国が経験したことのない難題を背負っている」ことの自覚が乏しいため、政府は根本問題に切り込まず、一般の人の多くも事態を理解しないまま無防備で、不安を抱きながらも、その日その日を送っているだけなのです。

　そこで、いまの経済の「トリック・アート」的要素、それを動かしている大きな力の存在、それが私たちすべてにもたらしうる恐ろしい危険を、同じ（経済について知識の十分とはいえない一市民の）立場で同じ疑問をお持ちの方々と共有することで、当面の問題を考えるための力とすることができたら、と考えてまとめたのが、このレポートです。
　「レポート」と名付けたのは（「習作」とでもいった方が近いのかもしれませんが）、知識も経験も不十分な素人が、人から学んだことをつぎはぎにして書いたものだからで、本来人にお見せできるものではないと承知しているからにほかなりません。
　もしも、より知識、経験に恵まれた方が私と同じ問題意識に立って、もっと内容のしっかりしたものを書いてくださることがあれば、それに勝る悦びはありません。




第1章　国の大借金　


１－１　本来考えられない大借金


　本の経済全体についていろいろ言う前に、大きなポイントである、国の借金（国債）について考えます。まず、最近のデータから見ましょう。
　　2013年末国債発行残高　　850兆円
（すでに発行された国債のうち、まだ償還されていないものの全体）　
　　2014年度新規発行予定　41兆円
(借換債含めると約180兆円)
　　2014年度国債費(利子、償還分支払)　23.3兆円
　2013年、国、地方を合わせた政府の借金の額(発行残高)の大きさは、ＧＤＰ（国を家庭にたとえると一家の総収入にあたる)の2年分を超える膨大な額です。
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